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れるこの大都市を対象としたこ が、アフリカ全体を代表することにならないことは明らかである。アフリカには、伝統的な農耕や牧畜などの生業に従事している障害をもつ人びとも多く、個別調査が必要であることはいうまでもない。今回の調査では、とりわけ障害者公務員無試験採用制度というユニークな政策をもって る同国を事例とし アフリカの都市部の障害 もつ人たちの生活の一端を明らかにすることねらいとしている。
　障害に関わる調査の最大の留意点は、 障


























たちを公務員として無試験で採用 制度をもっている。一般には、公務員にな ためには採用試験に合格 なければならないが、障害をもつ人たちに対して その試験を免除して採用するという措置である。
　一九九八年から開始されたこの制度の概
要を示したい。手順としては、二～三年に一度の募集機会に際し、コートジボワールの障害者団体が、採用候補者の推薦名簿を政府に提出する。次いで、人事省、社会福祉省、財務省および障害者団体代表者により組織される特別 委員会において 書類選考が行われる。その結果 受けて、政府が採用予定者の名簿を発表する。発表後に配属先が決まれば その部署からの招集を受けて勤務を始める。
　長所として、障害をもつ人たちに労働機
会を提供し、所得の保障を行っていること
が挙げられる。また、非常勤ではなく常勤職であるため、定年まで安定した生活が保障される。とくに、書類選考の過程 優先されるファクターとして、女性であること、低学歴であること、二〇代よりも三〇代の高年齢層を優先することなどがあるとされる。このように、この無試験採用制度はほかに職を見つけにくい障害をもつ人たちに就労の機会を提供するという一貫した方針のもとに行われていること 分かる。なお、全国的な障害者協会やＮＧＯにおいては、この採用制度 より公務員となって生活を保障された人たちが、当事者運動のリーダーとなって活躍している姿を見るとができる。このことは、雇用制度の副次的な効果といえる。
　一方、この制度には課題がいくつか残さ












かったり、必要な機器がなかったりするケース、さらに 肢体障害ゆえに職 に通うことがままならないケースなどがあり、雇用後の労働環境の問題が軽視されている傾向が見られた。ある下肢障害の女性は、公務員に採用さ にも関わらず、タクシー通勤のための交通費が支給されず、毎日職場に通っていたら給与をすべては いてしまうことになるため、 勤 毎日できていないと語った。この女性は、毎日役所に出勤せず、別に小規模の石けん製造作業所を開設して、同じ肢体障害をもつ人たちの働く場を作る活動に力を入れている。
　コートジボワールの放任的な職場慣行が
幸いしてか、職場に適合できない公務員が、給与を受けながら障害者団体などの幹部として活動するケースがあり、それがとして雇われてい い障害者たちの雇用を創出している例もある。職 におけるバリアの高さが、 「意図せざる結果」とかえって障害者の民間活動を支えているという皮肉な事態と理解することもできるであろう。●個人の生計と生活上のバリア
　一八人の障害をもつ人たちを対象に、生
計調査を行った。世帯収入を業種別に比較




の男性は 役所の三階 あるオフィスまで、毎日杖をつきつき階段を上ってい ねばならない。障害者団体の幹部は、 「エレベータのない建物の三階のオフィスで勤務させられ、移動に困難を強いられている」と憤慨するが、実際に勤めている本人は、 「階段が苦痛？ 　いえ、別に。毎日一〇回以上
も上り下りしてるんだから （笑） 」と軽く流す。このような、公式見解と生活実感の語りの温度差に出会うことがしばしばである。
　現地調査において、本人の語りを引き出
すことの最大の長所は、このような部分にあるだろう。社会的な障壁や不利益についてもっとも長い時間をかけてフィールドワークをしてきたのは、ほかならぬ本人にちがいない。本人たち 生活実践と語りを手がかりとして、現実的に利用可能 資源を抽出して くことは、同国 実態に即した段階的なバリアフリー化を考えていく上でよい手がかりを与えるであ
　聞き取りのなかでは、文化依存的な「障










る。障害者基礎年金などの所得保障制度がない同国においては、まさに、政策の恩恵を受けていない人びとというこ になる。学校にもなかなか通 づらかっ 状況のなか、たまたまヨーロッパ人のカトリック神父と出会い、職業訓練の機会 住居を得て現在の職を選ぶにいたったと、靴 修理作業で忙しく手を動かし がら、ほ らかにその半生を語る。
　彼は、明らかに解決を要する貧困状態に
あると言わざる 得ないが、それにしてもこのあっけらかんと た明るさは、調査で訪れた筆者の印象に強く残 彼のことを「低開発アフリカにおける無策の被害者」
と断定的に描くのも、また、ためらわれてしまうのである。
　文化人類学的な参与観察は、信頼関係に






れた笑顔でよしとするのではなく、かといって笑 の意味を疑う も 笑顔の周りにその身体が利用可能な資源を適切に配置するという発想であろ 。その資源の活用を通して、本人の自由意志により、自身の人生の選択肢をいっそう拡充してい
く手だてを講じるというふうに、障害をもつ生活者の視点で人間開発を提案していく第三の道が検討できるのではないだろうか。
　すべての障害をもつ人たちを公務員とし
て採用することは現実的な政策 はなく、年金などの所得保障制度をすみやかに実現することも難しいであろう。このようなアフリカの状況においては、先進国の社会福祉政策との落差を強調するよりも、むしろ貧困状況のなかにおける現実の生活戦略を調査者が学び、それを助長 ていく形での提言と支援が功を奏するのではないだろうか。
　「障害と開発」は、文化人類学と国際開
発研究の思想と方法 、幸福な出会いをすることができるフィールドのひとつ ほかならないと確信している。
（かめい 　のぶたか／東京外国語大学）
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